
                                   

                                   

                                   

このたびの災害により、お亡くなりになられました方々のご冥福をお祈り申し
上げますとともに、被災されました皆様方に衷心よりお見舞いを申し上げます。 
  

「令和 5年梅雨前線による大雨被害」支援対策 

 

NC 

 

◆党災害-緊急事態局 ZOOM会議 
7/12局長代理として現地報告をおこなう 

 

野田「直前まで気象庁の最高レベル５、命を
守る安全確保の警報が出ていました。特に、
久留米市田主丸の状況は記録敵な大雨が原因
です。地域の要望をしっかり受け止めて、各
方面の迅速な援助をお願い致します‼」 

7/26被災地視察 

◆泉代表 福岡入り 
｢早期に激甚災害指定を」 

求めていく！ 立憲民主 

［久留米市］ 

赤谷川の護岸崩壊「6 年前の豪雨で復旧整備した
護岸が再び崩壊」 

千之尾川周辺の土石流被害「複数の住宅が

巻き込まれ 1 人の死亡を確認した地域」 

［朝倉市］（旧杷木町） 

[福岡県庁]生嶋副知事と立憲議員団の意見交換 

◆秋田県 線状降水帯ではない豪雨だ 

8/3 参議院災害対策特別委員会・理事 

 
野田「激甚災害指定の早期実現と広川川の
越水による被害も十分な対応を願いたい」 

広川町内の河川 

橋脚部分に大量の流木 

7/12 この時点ですでに国
内では、特に西日本での被害
が報告されており、この後、7
月15日以降、東北地方も秋田
県を中心として、線状降水帯
ではないというものの、記録
的な豪雨に見舞われました。 
 

[秋田県庁] 
佐竹秋田県知事と穂積秋田市長から要望 
「速やかな激甚災害指定を臨む」 

［五城目町］ 

［東峰村］ 

［広川町］ 

7/12 

8/17理事として政府を質す 
◆災害対策特別委員会 

谷 

防
災
担
当
大
臣 

⇦【参議院 Web】 

質問動画はコチラ 

日付、会議を選択 

 
野田「保健師さんの見回り、罹災証明書の（出張
手続き）指導など、“大変ありがたい”」との心温
まるエピソードも報告させて頂きますが、国の
支援を要望し、万全な復旧策をお伺いします！」 

 

7/12 より、現場に配慮しながら広川町、久

留米市、朝倉市、東峰村など、各被災地の視

察をはじめました。6 年前、九州北部豪雨で

甚大な被害を受けた各地域で再びの大災害。 

1 ヶ月前には国の代行事業で完成式があっ

たばかりの現場も被災、痛恨の極みです。 

住民皆様の不安の声をしっかりと受け止

め､生活支援と生業支援を万全に行い、効果

的な対策を速やかに進めるよう国をはじめ

各関係方面に働きかけます。 

 

 7/27指定見込み！  8/25 指定

と 
決定しました！  
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朝
令
暮
改｣

の 
岸
田
政
権 

大
混
乱
の
マ
イ
ナ
問
題 

 

“
資
格
確
認
証
”
期
限
延
長

で
も
保
険
証
は
廃
止
⁉ 

 

年
の
常
会
に
お
い
て
の
政

府
与
党
の
姿
勢
で
す
が
、

ま
ず
文
書
通
信
費
の
こ
と
に
は

触
れ
ず
、
結
論
を
出
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
ず
は
何
よ
り
も
、
国

土
交
通
省
を
中
心
と
し
た｢

天

下
り
の
問
題｣

が
露
呈
し
、
こ
れ

も
変
え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
さ
に
政
治
や
行
政
を
正

す
こ
と
が
で
き
な
い
岸
田
政
権

が
本
性
を
現
し
た
の
で
す
。 

一
方
、
我
々
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

問
題
、
同
性
婚
の
問
題
、
入
管
法

の
問
題
、
刑
法
改
正
や
統
一
教

会
の
問
題
、
性
的
虐
待
の
問
題

等
、
立
憲
民
主
党
は
常
に
当
事

者
の
側
に
立
っ
て
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

我
々
立
憲
民
主
党
は
、
法
案

へ
の
賛
否
で
は
、
閣
法
で
約
７

割
強
（
７
６
．
３
％
）
、
議
員
立

法
で
は
約
８
割
弱
近
い
賛
成
を

し
て
い
ま
す
。
決
し
て
反
対
ば

か
り
の
野
党
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

メ
ン
ツ
優
先
で
、
余
計
に
手

間
と
経
費
が
か
か
る
政
策
を
選

択
す
る
岸
田
政
権
で
す
。「
朝
令

暮
改
」
で
は
不
信
が
募
り
ま
す
。 

  

「
次
の
内
閣
」
総
務
大

臣
と
し
て
全
力 

総
務
大
臣
へ 

義
憤
を
抱
き
質
問
‼ 

【５
／
23
】 

 

二
百
十
一
回
国
会
・
常
会

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
何

よ
り
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

を
め
ぐ
る
問
題(

決
算
委
員
会 

５
／

23

)

で
、
特
に
医
療
現
場

か
ら
の
声
を
大
変
多
く
ご
要
請

い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
主

務
大
臣
の
総
務
大
臣
に
直
接
質

問
す
る
機
会
を
得
て
、
な
か
で

も
健
康
保
険
証
の
来
秋
廃
止
の

撤
回
を
求
め
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

と
一
体
化
の
反
対
を
中
心
に
訴

え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
実
際

の
運
用
面
で
は
、
別
人
の
住
民

票
や
戸
籍
証
明
書
等
、
あ
る
い

は
個
人
情
報
の
漏
洩
事
案
ま
で

も
が
次
々
に
発
覚
し
た
事
態
に

陥
り
、
政
府
の
責
任
は
大
き
い

も
の
が
あ
る
と
捉
え
追
及
し
ま

し
た
。 

  

「
地
方
分
権
」
改
革

の
三
〇
年
は
ど
う
だ

っ
た
の
か 

「
地
方
創
生
」
施
策
は

一
〇
年
越
し
の
計
画 

 

や
相
次
ぐ
大
規
模
災
害
や

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏
ま

え
、
住
民
に
よ
り
近
い
地
方
自

治
体
の
ほ
う
が
、
実
情
の
把
握

と
き
め
細
や
か
な 

救
済
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 何

よ
り
直
近

10

年
間
で
は
、

平
成

26

年
（
２
０
１
４
年
）
に

消
滅
可
能
性
都
市
な
る
キ
ー
ワ

ー
ド
が
、
地
方
の
終
焉
と
言
わ

ん
ば
か
り
に
登
場
し
、
一
般
的

に
は
悲
観
論
と
し
て
受
け
取
ら

れ
つ
つ
、
そ
の
見
合
い
に
「
地
方

創
生
」
な
る
施
策
が
生
ま
れ
た

の
で
す
。 

な
ん
と
、
既
に

こ
れ
ま
で
地
方

創
生
の
名
目
で

予
算
措
置
さ

れ
た
額
は
、

各
省
合
わ
せ

て
約

40

兆

円
近
く
に
上

り
ま
す
。 

 
 果

た
し
て

国
は
「
東
京

一
極
集
中
」

や
「
人
口
減

少
」
な
ど
の

課
題
克
服
に

躍
起
に
な
っ

て
お
り
ま
す

が
、
決
し
て

人
口
至
上
主

義
に
な
ら
な
い

こ
と
が
寛
容
か

と
考
え
ま
す
。 

限
ら
れ
た
ヒ
ト
や
モ
ノ
で
活

路
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

地
域
の
幸
福
度
や
知
恵
の
提
案
、

互
い
の
違
い
を
大
い
に
認
め
る

包
摂
的
な
社
会
造
り
を
、
世
界

に
冠
た
る
“
先
進
円
熟
国
”
の

我
が
国
こ
そ
が
示
し
、
国
造
り

の
手
本
を
リ
ー
ド
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 (

❶)

決
算
委
員
会
（
４
／
３)

で

は
「
地
方
創
生
」
に
関
し
て
、「
東

京
圏
へ
の
人
口
転
出
入
の
均
衡
」

の
未
達
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で

約

40

兆
円
を
超
え
る
「
地
方
創

生
」
名
目
で
の
各
省
施
策
と
、
現

在
、
岸
田
政
権
で
も
推
し
進
め

る
、
第
二
期
の
「
地
方
創
生
」
施

策
に
も
疑
問
を
持
ち
、
委
員
会

で
政
府
を
質
し
ま
し
た 

 

ま
た
、（
❷
）
総
務
委
員
会
で

は
、「
地
方
自
治
法
の
改
正
」
に

よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
勉
手
当
や
、
地
方
議
会
の
役

割
等
、
制
度
の
見
直
し
を
進
め

ま
し
た
が
、
統
一
地
方
選
挙
も

終
え
て
、
現
実
的
に
は
、
な
り
手

不
足
や
低
投
票
率
の
問
題
を
痛

感
し
て
お
り
、
課
題
解
決
に
向

け
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  ❶
決
算
委
員
会
／
野

党
筆
頭
理
事
と
し
て

総
理
・
国
交
大
臣
等

を
追
求 

【４
／
３
】 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
中
継 

 ず
は
「
社
会
資
本
整
備
（
イ

ン
フ
ラ
）
維
持
更
新
費
等

の
増
大
」
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。
事
後
保
全
、
予
防
保
全
と
い

う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
手
法
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後

30

年
間
で
、
約

今 
第 

今 

ま 

２
０
２
３
年
常
会
～
今
夏
ま
で
の
「
総
括
」 

 N
C

 
 

国
会
審
議
か
ら 

松本総務大臣 

岡田地方創生

担当大臣 

                                                         

              
           

地  生

                      
 

      
               

              

        

     

                

             

   

              

     

    
  

  

   

   

   

   

   

 

 

    
   
   

      
 

           

           

          

            
  

          

          

            
  

          

   

決算委員会での質問資料 

斉藤国交大臣 
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２
０
０
兆
円
～
２
８
０
兆
円
、

単
純
計
算
で
、
年
間
約
６
．
３
兆

円
～
約
９
．
３
兆
円
も
の
支
出

が
、
国
交
省
の
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
更
新
管
理
費
用
と
し
て
見
込

ま
れ
ま
す
。
造
れ
ば
費
用
が
掛

か
る
の
で
す
ま
ず
は
「
社
会
資

本
整
備
（
イ
ン
ラ
）
維
持
更
新
費

等
の
増
大
」
に
つ
い
て
質
し
ま

し
た
。
事
後
保
全
、
予
防
保
全
と

い
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
手
法
が
あ

り
ま
す
が
、
今
後

30

年
間
で
、

約
２
０
０
兆
円
～
２
８
０
兆
円
、

単
純
計
算
で
、
年
間
約
６
．
３
兆

円
～
約
９
．
３
兆
円
も
の
支
出

が
、
国
交
省
の
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
更
新
管
理
費
用
と
し
て
見
込

ま
れ
ま
す
。
造
れ
ば
費
用
が
掛

か
る
の
で
す
。
こ
の
事
を
よ
く

考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

例
え
ば
地
元
で
の
例
を
挙
げ

て
、
再
三
、
国
土
交
通
委
員
会
で

も
質
問
し
て
い
る
問
題
と
し
て

「
広
川
・
八
女
国
道
３
号
線
バ

イ
パ
ス
計
画
等
」
に
つ
い
て
、
取

り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

い
き
な
り
他
の
約
１
８
０
の
渋

滞
箇
所
が
あ
り
な
が
ら
、
約
４

年
足
ら
ず
で
新
規
事
業
採
択
の

決
定
に
ま
で
至
り
ま
し
た
。
異

例
の
ス
ピ
ー
ド
で
す
。
政
治
的

思
惑
を
過
分
に
含
ん
だ
道
路
事

業
で
す
。
令
和
５
年
度
で
は
、
５
，

０
０
０
万
円
の
予
算
が
付
き
ま

し
た
。
い
わ
く
つ
き
の
事
業
の

全
国
中
継
、
総
理
全
閣
僚
出
席

の
中
、
国
交
大
臣
を
中
心
に
質

し
た
次
第
で
す
。 

今
後
の
た
め
、
岸
田
総
理
に
も

問
い
ま
し
た
。 

野
田
「
本
当
に
こ
う
い
っ
た
無

駄
な
公
共
工
事
、
も
う
や
め
ま
し

ょ
う
よ
。
ま
だ
自
民
党
は
そ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
よ
う
な
話
に
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
よ
。
総
理
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。」 

 

岸
田
総
理 

「
地
元
へ
の
丁
寧
な
説
明
は
大

事
だ
と
思
い
な
が
ら
話
は
聞
い

て
い
ま
し
た
。
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
費
用
対

効
果
踏
ま
え
つ
つ
着
実
に
整
備

を
し
て
い
く
、
こ
れ
も
政
治
の
大

き
な
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。」 

（
※
発
言
：
要
旨
抜
粋
） 

 

ポ
イ
ン
ト
は
、 

 ●
い
つ
か
ら➩

２
０
１
８
年
９

月
、
八
女
市
・
広
川
町
が
共
同
で

国
に
要
望
書
を
提
出
し
た
！ 

 

●
誰
が➩

政
治
的
（
圧
力
）
、
か

つ
大
物
が
（
背
後
に
）
い
る
の
で

は
な
い
か
⁉ 

 

●
過
程
は➩

約
４
年
で
決
定
‼

県
内
の
渋
滞
箇
所
は
、
他
に
約

１
８
０
箇
所
以
上
、
す
で
に
久

留
米
立
花
線
も
あ
る
の
に
⁉ 

 

●
予
算
は➩

総
事
業
費
３
０
０

億
円
か
ら
６
０
０
億
円
、
県
負

担
も
３
分
の
１
、
全
て
血
税
で

す
。 

 

❶-

①
さ
ら
に
決
算

委
で
政
府
を
追
及 

 

【４
／
１０
、
５
／
１０
、
２２
】 

元
総
務
大
臣
、
官
房

長
官
、
財
務
大
臣
に
問

う
！ 

 

会
へ
の
事
前
議
決
の
必
要

の
な
い
「
予
備
費
」、
あ
る

い
は
「
国
及
び
地
方
の
長
期
債

務
残
高
」（
令
和
３
年
度
末
、
１
，

２
８
０
兆
円
）
や
Ｍ
Ｍ
Ｔ
理
論
、

自
国
通
貨
を
持
つ
国
は
安
心
で
、

日
銀
が
国
債
を
買
え
ば
大
丈
夫

で
あ
っ
て
、
国
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
は
問
題
な
い
と
の
発

言
を
主
張
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

や
政
治
家
、
有
識
者
に
対
し
て

の
率
直
な
受
け
止
め
に
つ
い
て

財
務
大
臣
を
質
し
ま
し
た
。 

 

「
放
送
法
の
政
治
的
公
平
性
」

に
つ
い
て
も
、
大
き
く
取
り
上

げ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
、
安
倍

政
権
時
代
の
当
時
の
総
務
大
臣

に
よ
る
「
補
充
的
解
釈
」
が
未
だ

に
存
在
し
て
お
り
「
圧
力
解
釈
」

の
暴
挙
に
は
総
務
メ
ン
バ
ー
の

み
な
ら
ず
、
総
員
で
立
ち
は
だ

か
っ
た
次
第
で
す
。 

  

更
に
、
官
房
長
官
へ
「
ジ
ャ
ニ

ー
喜
多
川
氏
の
性
加
害
問
題
」

や
、
国
交
大
臣
へ
「
公
共
事
業
の

評
価
手
法
の
効
果
・
適
切
性
」
、

「
Ｏ
Ｂ
の
天
下
り
人
事
介
入
」

な
ど
次
々
と
質
し
ま
し
た
。 

  

❷
総
務
委
員
会
・
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
問
題
／

放
送
法
な
ど
に
続
け

て 

【３
／
９
、
５
／
23
】   

総
務
大
臣
に
問
う
‼ 

 

染
症
対
応
に
お
け
る
公
立

病
院
の
役
割
、「
医
師
、
看

護
師
、
薬
剤
師
の
確
保
と
働
き

国 感 

岸田総理大臣 

広川・           要なのか 
  な県            

                                                          

  の    

             
                

    

        
          
       

                  
                      

     

決算委員会での質問資料 

動画は↑コチラから 

日付、会議を選択 

鈴木財務大臣 
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方
改
革
」
等
に
つ
い
て
も
取
り

上
げ
ま
し
た
。 

こ
ち
ら
で
は
、
慢
性
的
な
赤
字

経
営
を
続
け
る
公
立
病
院
次
第

で
す
が
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
総

務
省
）
を
踏
ま
え
て
、
２
０
２
２

年
度
と
２
０
２
３
年
度
と
で
、

今
ま
で
に
な
い
積
極
的
な
経
営

強
化
プ
ラ
ン
（
改
革
プ
ラ
ン
）
を

策
定
す
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
総
務

大
臣
を
質
し
ま
し
た
。 

 

  

❸
二
度
の
本
会
議
に

登
壇
‼
【３
／
10
、
６
／

１４
】   

▼
３
月
10
日
・
［
総
務
］

代
表
質
問
（
地
方
税
交
付

税
等
） 

 

月

10

日
、
冒
頭
は
や
は

り
「
放
送
法
」
に
つ
い
て

発
言
し
、
高
市
国
務
大
臣
に
自

ら
の
約
束
通
り
速
や
か
に
大
臣

と
議
員
を
辞
職
す
る
こ
と
申
し

上
げ
、
そ
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。 更

に
、
現
政
権
は
、
透
明
性
も

な
く
、
使
途
も
追
え
な
い
、
巨
額

な
「
予
備
費
」
を
十
数
兆
円
も
、

平
然
と
積
み
増
す
感
覚
を
お
持

ち
の
よ
う
な
の
で
、
こ
の
際
あ

え
て
、
苦
言
を
呈
し
ま
し
た
。 

法
案
審
議
は
、「
一
般
財
源
総

額
確
保
」
、
「
物
価
高
騰
対
策
」
、

「
地
方
交
付
税
」
、
「
自
動
車
関

係
諸
税
」
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
、
「
森
林
環
境
税
及
び
森
林

環
境
譲
与
税
」
、
「
地
方
分
権
改

革
」
な
ど
に
つ
い
に
松
本
総
務

大
臣
に
、
そ
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
に
つ
い
て
は

岡
田
内
閣
府
担
当
大
臣
に
伺
っ

て
い
ま
す
。 

 ▼
６
月
14
日
・
［
決
算
］

討
論
（
令
和
三
年
度
決
算

等
） 

 

和
三
年
度
決
算
の
『
討
論
』

で
す
。
四
月
三
日
の
テ
レ

ビ
入
り
で
の
私
の
質
問
を
は
じ

め
、
政
府
と
の
論
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
今
日
の
『
討
論
』
は
、

そ
の
締
め
く
く
り
と
な
る
演
説

で
す
。
国
の
決
算
は
数
字
上
で

は
、
歳
入
が
１
６
９
．
４
兆
円
、

歳
出
は
１
４
４
．
６
兆
円
、
翌
年

度
繰
越
額
は
２
２
．
４
兆
円
、
不

用
額
は
６
．
３
兆
円
、
決
算
の
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
と
し
て

は
３
１
．
２
兆
円
の
赤
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
か

ら
く
り
が
あ
り
ま
す
。 

い
ず
れ
も
、
“
良
識
の
府
”
、

“
熟
議
の
参
議
院
”
と
し
て
、

国
民
の
為
の
“
充
実
審
議
”
を

切
に
願
い
お
訴
え
し
ま
し
た
！ 

  

❹
災
害
対
策
特
別
委

員
会
・
大
規
模
災
害

に
備
え
て
【６
／
９
】 

内
閣
府
（
災
害
担
当
）

大
臣
に
問
う
‼ 

 

員
立
法
の
「
国
土
強
靱
化

基
本
法
改
正
案
」
に
つ
い

て
で
す
が
、
災
害
時
に
お
い
て

立
憲
民
主
党
議
員
も
政
府
に
対

し
て
、
予
算
や
、
制
度
へ
の
要
請

に
尽
力
し
て
い
る
訳
で
あ
り
ま

し
て
、
我
々
も
国
民
生
活
を
守

る
行
動
を
と
っ
て
い
る
と
申
し

上
げ
ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
『
財
政
状
況
等
』

に
留
意
す
る
こ
と
で
の
無
駄
の

排
除
は
本
当
に
可
能
な
の
か
大

臣
に
伺
い
ま
し
た
。 

な
ぜ
な
ら
、
国
会
の
参
議
院

の
要
請
で
、
会
計
検
査
院
が
防

災
や
減
災
を
目
的
に
平
成

30

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
の
計
画

で
実
施
さ
れ
た
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
緊
急
対
策
事
業
を
調
べ

た
結
果
、
平
成

30

年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
緊
急
対
策
の
内
容
と

合
わ
な
い
事
業
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
事
業
の
執
行
状
況
の
集

計
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ど
、

報
告
が
あ
っ
た
為
で
す
。 

強
靱
化
は
、
補
修
・
追
加
対
策

と
い
え
ど
も
Ｂ
／
Ｃ
（
ビ
ー
・
バ

イ
・
シ
ー
）
の
評
価
手
法
は
用
い

て
い
る
の
か
も
質
し
ま
し
た
。 

こ
の
法
案
に
つ
い
て
は
質
疑

の
後
、「
附
帯
決
議
」
も
提
案
さ

せ
て
も
ら
い
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
な
お
、
議
員
立
法
は

も
う
一
本
提
出
さ
れ
て
お
り
、

「
活
火
山
対
策
特
措
法
」
も
可

決
さ
せ
た
次
第
で
す
。 

 

通
告
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
ダ
ム
の
大
規
模

な
決
壊
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害

が
出
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、

我
が
国
で
仮
に
も
ダ
ム
や
原
発

な
ど
重
要
拠
点
施
設
が
狙
わ
れ

た
場
合
の
想
定
に
つ
い
て
、
大

臣
に
伺
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
政

府
全
体
で
考
え
る
必
要
が
あ
る

旨
、
前
向
き
な
御
答
弁
を
頂
き

ま
し
た
。 

続
け
て
、「
令
和
５
年
梅
雨
前

線
に
よ
る
大
雨
及
び
台
風
第
２

号
に
係
る
被
害
状
況
」
や
、「
赤

谷
川
権
限
代
行
工
事
及
び
直
轄

砂
防
事
業
完
成
式
」
に
つ
い
て

質
問
し
て
い
ま
す
。
平
成

29

年

７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
っ

て
、
福
岡
県
が
管
理
す
る
筑
後

川
水
系
赤
谷
川
流
域
（
朝
倉
市

杷
木
周
辺
）
で
は
、
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
全

国
で
初
め
て
、
国
主
導
で
代
行

事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
６
月
４
日
完
成
式
を
向
か
え
、

出
席
し
て
い
ま
す
。 

「
統
一
地
方
自
治
体

選
挙
」を
終
え
て 

【
立
憲
民
主
党
福
岡
県
連
】 

 

月
９
日
投
開
票
の
前
半
戦

で
は
、
福
岡
県
議
会
議
員

選
挙
は
選
挙
前

12

議
席
の
と

こ
ろ
現
職
９
議
席
・
新
人
５
議

席
の

14

名
が
当
選
、
福
岡
市
議

会
議
員
選
挙
は
選
挙
前
６
議
席

の
と
こ
ろ
現
職
４
議
席
・
元
職

１
議
席
・
新
人
２
議
席
の
７
名

が
当
選
の
結
果
を
頂
き
ま
し
た
。 

４
月

23

日
投
開
票
の
後
半

戦
と
な
る
一
般
市
議
会
・
町
議

会
選
挙
で
は
、
福
岡
県
内
の
立

憲
民
主
党
公
認
・
推
薦
候
補
は

現
職
８
名
・
新
人
４
名
の

12

名

全
員
が
当
選
の
結
果
を
頂
き
ま

し
た
。 

皆
様
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い

た
、
全
て
の
ご
支
援
・
応
援
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

                                           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３ 

令 

議 

４ 

谷内閣府大臣 

赤谷川権限代行工事及び
直轄砂防事業完成式 


